
































































あるいは装飾的歌唱についての見解』Opinioni de' cantori antichi e moderni o sieno osservazioni 




































第十場の全文を引用している 11）。また 1780 年から 82年にかけてパリで出版された『メタスタジ











































アルチェステ （アリア）僕は涙を抑えられない / 君に別れを告げる時は
 でも僕のこの涙は / すべてが苦痛のためではない。
 これは感動であり愛であり / 後悔であり希望なのだ 
 千もの感情が一緒になって / 胸の中に押し寄せる。　　　
（『デメトリオ』第二幕第十二場 16）
初演の際にハプスブルク皇帝を始めとするウィーンの聴衆が涙にむせび，喝采を惜しまな
かったと伝えられる 17）この場面では，「最後の涙」l'ultimo pianto「涙を抑えられない」non so 

















































































ことなのです。」美しく驕慢な王女はミルテーオを「軟弱で鬱陶しいわ」 Molle e noiosoと言い，































































































で相手をやりこめる様子を描写している。「…彼女は，1673 年から 1715 年までの議会の状況を






































愛する人の唇は / 私を喜ばせ，私の心を燃え上がらせる / 私に命を与えれば / 私に死を与














































































１）原作はドメニコ・ラッリ作『暴君の愛，あるいはゼノビア』L'amor tirannico, o Zenobia (1710, Venezia, 
1712, Firenze)。ヘンデルが 1720 年に作曲した際には，この台本にニコラ・フランチェスコ・ハイムが
手を加えたとされる。初演は成功を収め，八ヶ月後に配役を変えて再演が行われた。Cfr., Sadie, Stanley.
（ed.）The New Grove Dictionary of Opera,  London, Macmillan, 1994, vol.3, pp.1210-11 .
２）Harris, Ellen T. (ed.,) The librettos of Handel's operas, New York & London, Garland, 1989, vol. 9, pp.34-37. 




５）Sadie (ed.) , op.cit., vol. 3, p.1210. なお 1720 年 4 月の初演でラダミストを歌った女性歌手のドゥラス
タンティは，同年 12 月の再演ではラダミスト役をアルト・カストラートのセネジーノに譲って，ゼノ
ビアを歌っている。
６）Tosi, Pierfrancesco, Opinioni de' cantori antichi e moderni o sieno osservazioni sopra il canto figurato, 
Bologna, Lelio dalla Volpe, 1723, repr., New York, Broude Brothers, 1968, pp.69-72.
７）メタスタジオのオペラにおいて，登場人物は二組のカップル＋αの 6人前後で構成される。当時の
オペラの慣習としてカップルは第一の男性役 primo uomo と第一の女性役 prima donna，第二の男性役 








８）Metastasio, Pietro, Tutte le opere di Pietro Metastasio, a cura di Bruno Brunelli, Milano, Mondadori, 1943-
54, vol. I, p.609. 本論においてメタスタジオのテキストはすべてこの全集（以下では Tutte le opere と省
略して記す）から引用する。
９）Tutte le opere, I, p.610.
10）スタンダール『メタスターシオについての手紙』高橋英郎訳，桑原武夫・生島遼一編『スタンダー
ル全集』，人文書院，1970 年，第 11 巻，418 ページ。
11）前掲書，419-425 ページ。
12）Metastasio, Pietro, Opere del Signor Abate Pietro Metastasio, Paris, Vedova Hérrissant, 1780, vol.2.
13）『ウティカのカトーネ』 Catone in Utica（1728）第二幕第十六場，『アルタセルセ』 Artaserse（1730）
112 中川　さつき
第一幕第十五場，『シリアのアドリアーノ』 Adriano in Siria（1731）第二幕第十二場，『オリンピーア
デ』L'Olimpiade（1733）第二幕第十五場，『デモフォンテ』Demofoonte（1733）第一幕第十三場，『ゼ
ノビア』Zenobia（1740）第一幕第九場，『イペルメストラ』Ipermestra（1744）第一幕第十場など。
14）カッファレッリは 1734 年のナポリ（ペルゴレージ作曲）で，ファリネッリは 1735 年のロンドン
（ヴェラチーニ作曲）でそれぞれファルナスペを演じた。なおこの作品は後に『ファルナスペ』のタイ
トルでも上演された。Cfr., Sadie（ed.）, op.cit., vol. 1, pp.27-8. 
15）Atto II, scena 9, Tutte le opere, I, p.674-5.





私の使徒となったのです。」（Lettera del 10 novembre 1731, Tutte le opere, III, pp.58-9.）





うに表現する論者もいた。 Cfr., McGeary, Thomas, '"Warbling Eunuchs": Opera, Gender, and Sexuality 










全集 11　評伝集』，人文書院，1970 年，232-3 ページ参照。




ラートの世界』，荒川宗晴ほか訳，国文社，1997 年，390-91 頁参照。Ortkemper, Hubert, Engel wider 
Willen; Die Welt der Kastraten, Berlin, Henschel, 1993.）
26）Shesgreen, Sean (ed.), Engravings by Hogarth, London, Dover Publications, 1973.
27）Atto I, scena 3, Tutte le opere, I, p.262.
28）Atto II, scena 7, Tutte le opere, I, p.898.
29）Atto III, scena 2, Tutte le opere, I, p.907.
30）Tutte le opere, I, p.762.
31）L'ultima scena, Tutte le opere, I, p.969.
32）Atto III, scena 9, Tutte le opere, I, p.1062.
33）Tutte le opere, I, pp.1237-8.
34）エドモン・ド・ゴンクール，ジュール・ド・ゴンクール，『ゴンクール兄弟の見た十八世紀の女性』
鈴木豊訳，平凡社，1994 年，351 － 352 ページ。
35）飯塚信雄『カザノヴァを愛した女たち』新潮社，1994 年，16-66 ページ参照。
36）Lettera del 20 ottobre 1749, Tutte le opere, III, p.430.
 オペラ・セリアとジェンダー 113
37）Atto II, scena 8, Tutte le opere, I, p.1001.
38）メタスタジオのオペラにおける父から子への「美徳」の継承に関しては，拙論「家族としての国家
―メタスタジオのオペラにおける君主 /父―」，「イタリア学会誌」第 50 号，2000 年 10 月，143-166
ページを参照されたい。
39）Atto III, scena 11, Tutte le opere, I, pp.967-8.
40）Atto III, scena 4, Tutte le opere, I, pp.466-7.
41）ロジャー・パーカー『オックスフォード　オペラ史』大崎滋生監訳，平凡社，1999 年，99 ページ。
Parker, Roger, The Oxford Illustrated History of Opera, Oxford, Oxford University Press, 1994.
42）前掲書，84 ページ。
43）Cfr., Rosselli, John, 'The Castorati as a Professional Group and a Social Phenomenon, 1550-1850', in Acta 
Musicologica, lx, 1988, pp.143-79.
44）グラウト，『オペラ史』，服部幸三訳，音楽之友社，1957 年，290 ページ。
45）Rosselli, op. cit., 1988.
46）ジル・ド・ヴァン『イタリア・オペラ』森立子訳，白水社，2005 年，97 ページ。
※本稿は京都産業大学総合研究支援制度の助成を受けた研究成果の一部である。
Opera Seria and Gender
― Pathetic Princes in Metastasio's dramma per musica ―
Satsuki NAKAGAWA
Abstract
The opera house in the eighteenth century was dominated by pathetic heroes which were played by castrati. 
The primo uomo (leading male character) is always a delicate young nobleman in love and his laments move 
the audience to tears. Particularly when he groans in prison under a false accusation, the entire theater weeps 
in sympathy. While his partner, the prima donna, is a virtuous lady who can renounce her love for the sake of 
virture. This being the ideal couple of the anciens régimes period's court opera in which the hero sings in a high-
pitched treble voice of a castrato. 
Keywords :  opera seria, Metastasio, gender, castrato, eighteenth century
